
様式

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

施設数：１

▽　管理運営に係る基本方針の策定

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

・基本方針に則
り、適正に管理運
営がなされてい
る。
・コロナ禍において
も、利用者、家族
への電話懇談によ
り、利用者の個々
のニーズの的確な
把握に努めている
点は評価 きる

２　指定管理者

項　目

名称 札幌市第二かしわ学園 所在地

統括管理業務、施設・設備等の維持及び管理に関する業務、施設における事業計画及び実施に
関する業務

社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

平成30年(2018年)4月1日～令和5年（2023年）3月31日

業務の範囲

742.56㎡

主要施設

主に知的障がい者に対し、作業・日常生活・文化レクリエーション活動を行うことにより、日々の生
活の充実とともに、社会自立できるよう援助する。

目的

３　評価単位

指定単位

実施状況

非公募

非公募の場合、その理由：管理期間中の管理が良好に行われていると認められたことから、札幌
市福祉施設条例第１３条第２項の規定に基づき非公募とした。

指定期間

活動室５室、食堂、ホール、職員室、更衣室、シャワー室、相談室、厨房、便所等

名称

募集方法

所管局の評価

施設数：１

指定管理者評価シート

事業名 第二かしわ学園管理業務 所管課（電話番号） 保）障がい保健福祉部障がい福祉課（211-2938）

事業概要

昭和42年１月（平成26年４月に現在地に移転） 延床面積

札幌市豊平区平岸４条18丁目１－37

生活介護事業

１　施設の概要

開設時期

・利用者・家族の信
頼を得ることを念頭
において、利用者が
学園の活動を通し
て、より充実した日々
の生活を送り、地域
での生活が継続され
社会自立に繋がるよ
う事業活動に努め
た。

（１）統括管理
業務

・さっぽろ障がい者プラン2018と第二かしわ学園の設置
目的をもとに、当法人が長年培ってきた支援ノウハウを
いかし管理運営に係る基本方針を策定した。
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様式

・利用者や家族、地域住民の声を受けとめ、寄せられた
声を適切に反映し、期待に応えられるよう公共施設として
の設置目的にそった透明性の高い管理運営に努めた。

・さっぽろ障がい者プラン2018の計画目標の一つとして
掲げられている「地域生活を支えるためのサービス基盤
の一層の充実」と「個々のニーズに対応した支援体制、
サービス提供基盤の整備」をもとに、学園の設置目的で
ある「作業・日常生活・文化レクリエーション活動等を行う
ことにより、日々の生活の充実とともに、社会的自立を促
すこと」を目指した。

・個別支援計画に基
づき支援を行いまし
たが、新型コロナウ
イルス感染症の影響
により活動の中止・
変更があり計画通り
運営を行うことが出
来ませんでしたが、
感染・予防を講じな
がら「できること」を考
え、活動再開し、利
用者の日常生活能
力、社会生活能力、
働く意欲と技能、自
立能力の育成と向上
を図り、作業、体育、
レク活動日々の生活
の充実に繋がるよう
努めた。

点は評価できる。
・利用者処遇向上
のため、配置基準
を上る生活支援員
を配置した点は特
に高く評価できる。

・利用者、家族に充分
な話し合い、個々の
ニーズが確認できるよ
う、全体懇談会2回（7
月、3月）、利用者（個
別）懇談会（2月）を合
わせて年3回計画して
いる。新型コロナウイ
ルス感染症の感染・
予防の対策から小グ
ループで各班ごとに5
日間に分けて行うこと
で、全体懇談会2回を
予定通り実施し、より
学園運営の理解と関
係性を深めることが出
来ている。利用者（個
別）懇談会は対面で
行う予定であったが、
季節柄新型コロナウ
イルス感染症の影響
により、難しいと判断
し、対面での懇談と個
別電話懇談のどちら
かを選択してもらい、
個々のニーズを確認
出来る場として利用
者、家族に対して個別
懇談を実施しし、支援
に反映できるよう努め
た。地域住民や家族
代表が委員を務める
運営協議会について
は２年ぶりに対面で実
施することができ、運
営状況等を説明、報
告を行うことで透明性
の高い運営に努め

・利用者が地域で自立した生活を送ることができるよう、
個別支援計画をもとに利用者個々のニーズや特性に応
じた支援サービスを展開した。
　
ア　安定した作業の確保
イ　潤いのある日中活動の実現
ウ　利用者の重度化への対応
エ　利用者、家族の高齢化への対応

・定員50名に対し、
支援サービスの充
実、運営体制を確
立するために生活
支援員を23名体制
で行っている。
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の高い運営に努め
た。
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・第二かしわ学園権
利尊重の指針、法
令遵守マニュアルを
徹底した。定例の職
員会議では法人の
職員倫理綱領の読
み合わせを行い、
職員の倫理研修を
定期的に行い、公
平公正な支援と学
園の平等利用を図
ることができた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

・第二かしわ学園のサービスの利用を希望する方々が、
公平公正に支援が受けられるよう、利用者の基本的人権
を尊重するとともに、2014年に批准した「障がい者の権利
宣言」等に基づく諸権利に留意するよう職員に周知徹底
した。
・法人の職員倫理綱領、第二かしわ学園における権利尊
重の指針（利用者の権利尊重と職員の行動規範）、第二
かしわ学園法令遵守マニュアルなどや、虐待防止責任者
を配置し、公平公正な管理運営を行った。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

・建物設備は省エネ及び環境に配慮されているが、さら
に節電、節約に努めた。また、ゴミの分別を的確に行い、
リサイクルにも努めた。

・入退所委員会を開
き、今年度新たに2
名の方が利用され
た。

・入退所委員会を設置し、入退所にかかわる相談内容の
報告や入退所の決定を行い平等利用に努めた。

・消灯やエアコンの操
作をこまめに行い、節
水などの省エネに努
めたが、新型コロナウ
イルス感染・予防のた
め建物の換気を定期
的に行うことにより、
夏・冬のエアコンのガ
ス使用量と消毒用布
の洗濯の回数も増
え、節約について難し
い状況があった。しか
し、職員会議等でゴミ
排出削減などについ
て職員に意識付けを
行うことで、ゴミをリサ
イクルとして出すこと
により、一般ゴミを減
量するよう努めた。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・札幌市環境マネジメントシステムに基づき、各種資料を
提出した。

・研修計画を作成し、職員研修を実施した。 ・新型コロナウイル感
染症の影響により、施
設外研修は主にオン
ライン研修に参加して
いる。法人研修（虐待
防止、階層別研修な
ど）、施設内研修でも
虐待防止研修を行
い、身体拘束に関す
る研修とリンクしなが
ら実施している。ま
た、障がいを理解する
研修も行い、支援
サービスの向上と改
善に努めた。感染症
対策や防災に関する
研修も実施している。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

・札幌市環境マネジ
メントシステムに基
づき、適切な管理運
営ができた。

・明確な組織体制に
よる効率的、効果的
な運営管理のもと、
より充実した利用者
支援に努めた。

・利用者支援の質の向上及び事故防止のため、各職員
が把握した利用者情報や家族とのやりとりを日々の打ち
合わせ等で全体確認し、共通の認識をもって支援が行わ
れるよう努めた。

・職員会議等で業務の点検と確認を行い、より効果的に
利用者支援ができるよう必要に応じて改善し、マニュアル
化した。

・毎日の朝・夕の打
ち合わせを行い、勤
務時間が異なる
パート職員に対して
も別途打ち合わせ
時間を設定し、情報
の共有に努めた。ま
た、日々の業務の
中で気がついた事
柄、ヒヤリハットを全
職員で検討し、事故
防止に努め、改善
を図ることを常態化
した。

・人事考課制度を実
施して９年目となっ
た。職員それぞれの
階層において目標設
定を図ることができ、
個人の意識向上に繋
がった。また、定期的
に面談を実施しなが
ら、人材育成に努める
ことができた。

・法人の人事考課制度を実施した。

・法人本部と連携し、指揮命令系統の明確な組織体制の
もと、管理運営に必要な体制を整備し、支援の充実を
図った。
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＜協議会メンバー＞

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

・関係機関へ学園だより（年２回）を送付し、学園の運営
状況などをお知らせした。

・運営協議会を設置
し、運営等に対する
意見等を学園運営
に反映することで、
より良い学園運営
ができた。

・学園だよりを広く
関係機関に送付し、
学園運営の理解を
図った。

開催日

3月7日

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

１．令和4年度運営状況について
２．令和4年度利用者満足度のアン
ケート調査結果について
３．虐待防止委員会

・専門業者に委託す
ることにより、効率
的で的確な管理運
営を行うことができ
た。

・管理運営業務を円滑に行うため次の業務について第三
者に委託した。
ア　機械警備業務
　　毎月報告書の提出により警備状況を確認した。
イ　給食提供業務
　　管理栄養士を配置し、適正な給食提供に努めた。
ウ　ＧＨＰ保守点検業務
　　定期（年１回）点検報告書により設備状況を確認し
　　た。また、フィルター清掃は年２回行った。
エ　消防設備点検業務
　　定期（年２回）点検報告書により設備状況を確認し
　　た。また、点検結果報告書を消防署に提出している。
オ　除雪業務
　　毎回の報告書の提出により、除雪状況を確認した。

札幌市保健福祉局保健福祉部障がい福祉課運営指
導係長、札幌市豊平区社会福祉協議会事務局長、
札幌市豊平区南平岸地区民生委員児童委員協議会
会長、北海道札幌伏見支援学校もなみ学園分校教
頭、家族代表５名、第二かしわ学園長及び副学園長

・利用者個々のニーズや障がい特性に応じた支援サービ
スを適切に提供するため、個別支援計画を作成し、支援
サービスの質の向上のためケース検討会議、班会議を
行った。

・職員が利用者に
関する情報を共有
し、共通認識のもと
で支援することで一
貫した支援に繋
がった。
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・令和4年度は、受
付をした苦情はな
かった。

・苦情の対応は、第二かしわ学園苦情解決取扱要綱によ
り行った。

・今後も利用者満足
度調査を継続して
行い、学園運営の
参考にする。さらに
利用者及び家族に
喜ばれるサービス
の提供に努めてい
く。

・今後も各規定に定
めるとおりの適切な
運営に努めていく。

・札幌市自立支援
協議会豊平地域部
会では、豊平区内
の事業者との情報
交換、相談室など
の関係構築や連携
ができ、支援の充実
に繋がった。しか
し、新型コロナウイ
ルス感染症の影響
により、会議などの
参加は主にオンライ
ンや、メールなどで
各事業所の近況を
知り、交流を深める
ことが出来た。新型
コロナウイルス感染
症の対応・対策など
の情報交換をする
ことにより知りたい
状況を共有でき、学
園運営にも役立て
ることができた。

・資金管理については、法人監査（経理）と、会計監査人
による監査を受けた。
・現金等の取扱は法人の経理規程及び第二かしわ学園
現金取扱規程により行った。

・法人監査、事務指
導及び会計監査人
の監査により、適正
に資金・現金の管
理を行った。

・要望への対応としては、毎日の連絡帳や家族との全体
懇談会及び個別懇談会などでいつでも相談できる体制を
整備した。

・利用者個々に担
当がおり、いつでも
連絡帳や電話連絡
で要望などを相談
できる体制を維持し
た。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・札幌市自立支援協議会豊平地域部会運営委員会に委
員として参加し、情報交換を行った。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　要望・苦情対応

・利用者満足度調査の回答率は94％であり、仕様書の要
求水準の80％以上の回答率を達成した。

・総合満足度は98％であり、仕様書の要求水準である
80％を上回る高い評価をいただいた。

・札幌市の財務・業務検査で、改善や指摘事項はなく、適
正に執行されていると認められた。
・札幌市への報告として、毎月第二かしわ学園利用状況
報告を提出した。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなされ
ている。
・正規職員への転
換を積極的に進め
ている点は特に高
く評価できる。

・消防設備等の保守点検は、専門業者に委託し適切に
管理した。

・法令等に基づき、
消防設備保守点検
などを行った。

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなされ
ている。

・法人本部と連携
し、適切に対応でき
た。また、職員の労
働時間管理をする
ため、タイムカード
を導入している。ま
た、ストレスチエック
の評価を職員全員
に周知し、傾向と対
策の確認をしてい
る。

・利用者の障がい特性を理解し、常に安全確保に努め
た。

・行動障がい等がある利用者を対象として、本人、家族と
相談をもとに作成した「安全を確保するための身体拘束」
を要する利用者支援マニュアルにより、適切に対応し安
全確保に努めた。このマニュアルは職員全員に確認、ま
たは必要な場合は見直し変更を行い、年度当初に会議
を開いて周知している。

・ハード面では特に施錠に留意し、施設建物からの飛び
出し等所在不明がおきないように努めた。

・施設賠償保険は、仕様に適合したものに加入している。
　
・北海道胆振東部地震後、課題となっていた「非常用の
携帯電話」を購入し、災害等の非常時に使用できるよう
体制を整えたが、新型コロナウイルス感染症の関係でも
非常時の連絡体制として活用することができた。

・家庭での不慮の事故を未然に防ぐため、学園独自の
「安心気づきネット」を整備し、地域生活をサポートする体
制を維持した。

・清掃については、「第二かしわ学園施設清掃計画」を策
定し、年２回のワックスがけや大掃除等を計画的に実施
した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

・時間外・休日労働に関する協定書、給与からの法定外控除に
関する協定書、就業規則、給与規程など必要な労働関係法令
を整備した。
・法人で行っているストレスチェックを実施し、職場環境の改善
に努めた。
・労働時間内の事故が発生した場合、職員全員に発生事例の
共有をし、原因究明と対応策、または今後の改善について職員
全員で周知・確認を行うこととしているが、今年度は事故はな
かった。
・法人で正規職員を雇用する際、非正規職員から希望を募り、
登用採用試験を実施し、正規職員に2名転換している。

・夜間等の警備は、警備業者に機械警備を委託した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

・利用者の障がい
特性を理解し、行動
障がい等がある利
用者には、本人、家
族と相談し個別支
援計画に身体拘束
を記載した。また、
身体拘束は「安全を
確保するための身
体拘束」を要する利
用者支援マニュア
ルに基づき、職員間
で共通対応してい
る。そのため、利用
者の安全を確保す
ることができた。そ
の都度、家族に報
告している。
・ヒヤリハットを全職
員で共有すること
で、大きな事故は発
生しなかった。
・非常用携帯電話
について、新型コロ
ナウイルス感染症
の関係で非常時に
連絡体制ができた
ことと、どのようなと
きでも学園と連絡で
きる体制は利用者、
家族の安心にも繋
がった。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持

・仕様書に基づき、
施設・設備等の維
持管理を適切に
行った。
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・消防計画、防災計画を整備し、毎月自主訓練を行った。
その中で避難訓練、通報訓練、消火訓練、地震時の訓
練などを行った。また、地震・風水害BCPを作成してい
る。
・北海道胆振東部地震により、通所施設ではあるが非常
時の食料備蓄（１日分）を用意し、非常用携帯電話、通信
機器のバッテリーなどの備えをしている。

毎月、訓練を繰り返
し行うことで、有事
の際に利用者・職
員が速やかに避難
できるよう備えた。
また、地震・風水害
BCPを作成し、職員
に対して防災研修
等で周知・確認を
行っている。北海道
胆振東部地震によ
り、緊急時用の備え
を行い、利用者、家
族に説明している。

・利用者満足度調
査では総合満足度
98%を達成し、事業
運営に高い評価を
いただいた。

・学園の設置目的である「作業・日常生活・文化レクリ
エーション活動などを通して日々の生活の充実とともに
社会自立の促進」を図ることを目指し、事業計画を作成し
実施した。

・利用者個々人の
適正に応じたきめ
細かい配慮により
サービスが提供さ
れている点は評価
できる。
・利用者及び家族
との信頼関係の構
築に努め、利用者
の登園率の向上
を図った点は評価
できる。
・オンライン研修等
により施設外研修
の受講者数を昨
年度よりも大幅に
増やした点は評価
できる。

・地域生活を支援する通所の生活介護事業所として、多
様化している障がい状況と利用者、保護者の高齢化を踏
まえ、一人ひとりへの支援体制を強化し、個別支援機能
の充実を図った。また、利用者の人権尊重と利用者本位
のサービス提供に努めるとともに、利用者、家族、札幌市
との連携を密にして円滑な事業及び施設運営に努めた。
送迎サービスは希望者が多く、約８割の方が送迎車を利
用した。

・新型コロナウイルス
感染症の感染・予防
に重点を置いて学園
運営を行っている。そ
のため、新型コロナウ
イルス感染症の影響
により、計画通りの運
営を行うことができな
かったが、新型コロナ
ウイルス感染症の感
染・予防を講じながら
「できること」を考え、
行事や活動を再開し
ている。利用者、家族
の心配や不安があっ
たと思われるが、その
都度密に家族と連絡
を取り合い、利用者、
家族の理解と協力を
求め実施することがで
きている。いつもと違
う状況下であるからこ
そ、一人ひとりへの支
援体制を強化すること
に努めた。

▽　支援体制の充実

（4）事業の計
画・実施業務

▽　防災
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様式

　
・利用者のニーズに即した事業活動の充実を図るととも
に、利用者・家族との信頼関係の構築に努め、利用者の
登園率の向上に努めた。また、養護学校卒業生の確保
に向けて新型コロナウイルス感染症の感染・予防に努め
ながら、実習生の受け入れを図るとともに、学園利用の
希望を持つ家族の問い合わせや相談支援事業者等の関
係機関との情報交換を行い対応した。

・利用者本人や家
族の加齢等に伴
い、他事業所などの
異動による契約終
了者がおり、契約者
の減が見られた。ま
た、新型コロナウイ
ルス感染症の影響
により、登園できな
い利用者がおり、１
日平均の利用者数
は前年度43.4人か
ら42.6.人に減してい

▽　定員の充足

・生産的活動は、木製品
玩具磨き、うに箱底板作
り、チラシ作業の外注作
業と、アルミ缶を洗って
潰すアルミ缶作業と農耕
を継続して行っている。
新型コロナウイルス感染
症の影響により、チラシ
作業の外注は全くなかっ
たが、アルミ缶を洗って
潰すアルミ缶作業を中心
に行っている。アルミ缶
の回収量が増え、単価
が上がったのと木製品
玩具磨きは定期的に受
注があり安定していた。
農作物も学園祭で販売し
売り上げに繋げることが
できている。また、紙すき
や工芸品作り（ビーズや
組ひもフェルトボールな
ど）を行い、働く意欲と作
業活動の提供に努め
た。また、体育活動、レク
活動、外出・外食活動
は、新型コロナウイルス
感染症の感染・予防を優
先しながらも「できるるこ
と」を考え、なるべく利用
者や家族のニーズに応
えられるよう回数は減る
ものの活動を小グループ
化で実施することで活動
を実施することができて
いる。健康管理につい
て、検診車によるレント
ゲン検査を含めた健康
診断と嘱託医による内科
検診を実施している。

▽　日中活動の充実
・生産的、創作的作業活動の機会の提供に加え、班活
動、体育活動、レク活動、外出・外食活動等の日中活動
の充実に努めた。また、日常生活を営む上で必要な食後
の歯磨き、身辺処理、日々の健康管理、毎月の体重測
定、検診車によるレントゲン検査を含めた健康診断、嘱
託医による内科検診等利用者の健康管理に努めた。さら
に、余暇時間を利用してダンスや玉入れ、パズル等の趣
味的な援助も行い、生活の張りや生きがいに通じるよう
活動の充実を図ることができた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・新型コロナウイ
ルス感染症の影
響があったもの
の、利用率を維持
している点は評価
できる。
・特別支援学校の
実習受入れなどを
積極的に行ってい
る点は評価でき
る。

・各種広報媒体を
利用した活動は評
価できる。

・適正に事業を実
施している。▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

（指定管理期間のため該当しない）

　（協定書により自主事業は行えない）

開所日 230日 9日

・新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より、施設外研修は
オンライン研修等で
9回21人だったが、
法人研修の虐待防
止研修や階層別研
修、施設内研修に
おいても虐待防止
研修を実施し、新人
職員研修を始め、
防災研修または感
染症対策研修や一
般救急講習会で計8
回、164人の研修を
行った。

R3実績 R4実績

▽　研修体制の充実

増減

239日

▽　利用件数等

・年間研修計画に基づき、法人の階層別職員研修を含
め、施設外研修会の参加と内部研修を積極的に行い、支
援サービスの向上と改善に努めた。

▽　利用促進の取組

　・市内業者、福祉施設から作業の受注を受けるほか、物品の購入
　等は市内業者に発注した。

（5）施設利用
に関する業
務

42．6人

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

・支援学校1校から、3人の実習生の受け入れを行った。
また、学園利用希望を持つ家族の問い合わせにも対応し
ている。利用者家族の高齢に伴い、短期入所の利用を行
いながら現在の生活が出来る限り継続出来るよう相談支
援事業所との連携を図っている。

・支援学校の実習
生の受け入れを
行っている。しかし、
今年度は新型コロ
ナウイルス感染症
の影響により、予定
していた開所日より
14日間の休園をし
ている。利用者の安
全確保のためやむ
を得ない休園では
あったが、利用者、
家族にご迷惑をか
けその後の登園率
にも支障をきたし、
１日平均利用者数
が減となっている。
利用率は86.8%で
あった。

・北海道社会福祉事業団のホームページで、札幌市第二
かしわ学園の最新の状況を提供できるよう更新した。学
園広報誌の学園だよりを年2回発行し、関係機関へ学園
の運営状況について広くお知らせした。
・第二かしわ学園のパンフレットを毎年作り替え、利用者
や家族、関係機関へ配布した。
・利用者、家族に学園通信を毎月発行し、タイムリーな情
報をきめ細かにお知らせした。

・積極的に広報活
動を行うことで、学
園の運営状況等が
関係機関や利用者
や家族の理解につ
ながった。

・市内業者をできる
だけ利用した。

（6）付随業務

10，372人 9，802人

▽　不承認 ０件、　取消し ０件、　減免 ０件、　還付 ０件

94．5％延べ利用者数

１日平均利用者数 98．1％43．4人

・該当なし

▽　自主事業
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・要求水準を10％
以上超える満足度
であり、特に高く評
価できる。

　 前年度より満足度が下がっているものの98％の評
価をいただいたが、接遇の改善を図っていく。
④職員は乱暴な言動や体罰等することなく対応してい
　 ると感じますか

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度％）

　 前年度より満足度が下がっているものの98％の評
価をいただいたが、利用者・家族との関係作りに努め
ていく。

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度0％）、不
満　　0％（前年度0％）

　 前年度より満足度は下がり、普通との回答があっ
た。利用者、家族の意向が個別支援計画に反映できる
よう努めたが、改善を図っていく。

回答者数

・９つの質問項目全
てにおいて評価が
下がっている。今
後、より一層利用者
支援に努め、更なる
サービスの向上を
目指していく。

⑤職員対応の公平について

　 満足94％（前年度98％）、普通4％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）、無回答2％(前年度
2％）

51名　回答率94％　（前年度51名、回答率
92％）

①個別支援計画の内容について

　 前年度より満足度が下がっているものの98％の評
価をいただいたが、対応の改善を図っていく。

・回答率は94%で要
求水準80%以上を大
きく上回っている。調査方法

各家庭にアンケート用紙を配布（原則無記
名だが、回答者の判断で記名を依頼）

・仕様書で80％以
上の水準が求めら
れている総合満足
度は、前年度より2%
下がったものの
98％の評価をいた
だいた。

⑥相談などの職員対応について

　前年度より満足度は下がり、普通との回答があった。
新型コロナウイルス感染症の影響により、感染・予防を
優先することで休園も多かった。今後も感染・予防は優
先ではあるが、出来る限り活動を提供できるよう努め
ていく。

③職員の接遇に関して

　 前年度より満足度が下がっているものの98％の評
価をいただいたが、対応の改善を図っていく。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

対象者 利用者・家族　54名（前年度55名）

調査期間 令和4年12月16日～令和5年1月6日

結果概
要

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度％）

②作業活動、生活活動、体育活動などの状況について

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）

12



様式

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

・コロナがおさまらない中、外出・外食・ダンスパー
ティーと頑張ってくださっている事に本当に感謝してま
す。いつもの生活に戻るまで時間がかかると思ってます
が、皆さんの明るい、元気な行動をこれからも宜しくお
願いします。　　　　　・コロナ禍の中、沢山の行事を工夫
しながら行っていただきありがとうございます。引き続き
よろしくお願いします。　　　　　・虐待が報じられている
昨今ですが、それは決してあってはならないことを強い
信念をもって、以前から取り組んで下さっている当学園
に安心して通園できることを心から感謝しています。今
後ともよろしくお願い致します。　　　　　　　　　・いつも温
かい関わりをありがとうございます。毎日学園へ行くと、
とても安心してほっとします。利用者のみならず、利用
者を支えていかなければならない家族までもが、とても
安らぎを与えてもらっています。
・子どもが精神的に不安定になる時季があり、親として
不安になることもありますが、その都度話を聞いて頂い
たりしてとても助かっています。ころからも宜しくお願い
します。

⑦施設は清潔に保たれているか

　 満足96％（前年度100％）、普通4％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）、無回答0％（前年度
 　0％）
　 前年度より満足度が下がっており普通との回答が上
がっている。今後も利用者に清潔な環境を提供するた
め努めていく。

   総合的な満足度は下がったものの、98％であった。

⑧事故防止など、安全管理の取り組みや対応につい
　 て

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）

　 満足98％（前年度100％）、普通2％（前年度
 　2％）、不満0％（前年度0％）

　 前年度より満足度が下がっているものの98％の評
価をいただいたが、今後も事故防止や安全管理に努め
ていく⑨当施設の総合的な満足度について
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

収入 124,558

▽　収支

項目 R4年度計画

（千円）

R4年度決算 ・計画より減収とな
り支出超過となっ
たが、新型コロナ
ウイルス感染症の
影響（14日間の休
園及び登園率の
減少）によるもの
であると評価でき
る

給付費

▲ 19,807

指定管理業務収入 144,005

４　収支状況

360

3,264

2,134 2,710

差（決算-計画）

▲ 20,120

▲ 19,882

144,365

124,123

0

生産活動事業支出

0指定管理費

▲ 3,222

576

435 75

利用料金

138,611 118,491

その他

生産活動事業収入

支出

2,922 ▲ 342

129,268

0

132,490

0

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

・今年度の経営状況が赤字であっても、当法人は一体的に福祉
サービスを提供しており、財政状況は安定している。

自主事業収入

利益還元 0

380

指定管理業務支出

435 55

132,130 128,833 ▲ 3,297

▽　説明

自主事業支出

・事業所単体とし
ての収支は赤字と
なったが、法人全
体としては安定し
た経営を保持して
いる

・新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より、利用者の感
染・予防などの安全
確保のため、年間
合計で１４日間休園
している。また、休
園後の利用人数も
なかなか上がらず、
前年度より登園率
が下がり、大幅な減
収となっている。光
熱費等の高騰のあ
おりもあったが、支
出を少しでも抑える
ことに努めたが赤字
である。

適 不適

純利益 11,875 ▲ 4,710 ▲ 16,585

法人税等

・利用者、家族の高齢に伴い施設の継続利用が難しくなる状況
や、新型コロナウイルス感染症の影響により、登園することに不安
を感じる方、その他の事由などにより年度途中に5人の利用者が
契約終了している。新型コロナウイルス感染症の影響により、休園
を余儀なくされた日数が合計14日間もあったことと、利用者の登園
率は43.4人から42.7人にも減ったため大幅な収入の減収となって
いる。支出を抑えたものの赤字となっている。

0 0 0

収入-支出 11,875 ▲ 4,710 ▲ 16,585

0

・各条例の規定に則り、全て適切に対応した。また、入札にあ
たっては入札参加資格に暴力団の排除を明示し適切に対応し
た。

・各条例を順守し、
適正に対応してい
る。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応
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Ⅲ　総合評価

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、登園率及び収
益については減少が見られたが、通知等により利用者
や家族の不安解消に努めている。非正規職員の正職員
登用も進めており、基準を大きく上回る支援員数により、
利用者にきめ細やかな支援を提供できている点は特に
高く評価できる。
また、利用者や保護者との信頼関係の構築ができてお
り、利用者アンケートの高評価を維持していることは、要
求水準を大きく上回っており特に高く評価できる。

引き続き、利用者処遇の向上に努めてもらいたい。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

・第二かしわ学園の運営は3期13年間の最終年として
更新が受けられるよう、「作業・日常生活・文化レクリ
エーション活動を行うことにより、日々の生活の充実と
ともに、社会自立を促すこと」の設置目的の成果を上
げるため、適正な管理運営に努めた。

・第二かしわ学園の指定管理期間4期目に入る。基本に
立ち返りつつも、今までの指定管理期間3期13年間の実
績を踏まえ、利用者・家族、地域の皆さまの信頼を得るこ
とを念頭において、これからも福祉サービスの更なる充
実を目指し、適正な管理運営に努めていく。

【所管局の評価】

・札幌市ではさっぽろ障がい者プラン2018の計画の一つ
として「地域生活を支えるためのサービス提供基盤の一
層の充実」を掲げ、「個々のニーズに対応した支援体制、
サービス提供基盤」基本施策の一つとしている。第二か
しわ学園は、この課題を解決するため「作業・日常生活・
文化レクリエーション活動を行うことにより、日々の生活
の充実とともに、社会的自立を促すこと」を目的として学
園運営をしていく。個別支援計画に基づき支援を行い、
利用者の日常生活能力、社会生活能力、働く意欲と技
能、自立能力の育成と向上を図っていく。利用者のニー
ズや状況、特性に応じた支援を通して、一人ひとりを大
切にする支援と更なる支援体制の充実を目指し、適正な
管理と安心して学園に通えるよう努めていく。現在抱えて
いる課題として利用者の年齢状況が二極化しており、利
用者・家族の加齢に伴い家族とともに生きていくためにど
のような支援が必要なのかを考え、地域生活を支える利
用者、家族の思いを反映できる支援体制を整えていく。
また、定員の充足について、利用率の向上と運営体制の
確立に努め、より質の高い施設を目指していくとともに、
収支の安定化に努めていく。
・利用者、家族の皆様から信頼される施設運営が進めら
れるよう、利用者満足度調査や専門機関の客観的な評
価を ただきながら 札幌市と 連携を図り 円滑な事

・指定管理を受け13年目となっている。今年度も新型
コロナウイルス感染症の感染・予防に重点をおいて学
園運営を行っている。しかし、新型コロナウイルス感染
症の影響により、感染・予防と安全確保の観点から、
年間合計で14日間の休園となり、利用者の皆さんにご
迷惑をおかけしている。感染・予防を講じながら「でき
ること」を職員一同考え、活動を再開している。活動再
開にあたり職員を増やし、外での活動において小グ
ループ化で活動を実施したり、活動時期を感染拡大す
る時期とはずらして集中的に行うことで、活動（外出・
外食や行事など）を実施することができている。活動が
元に戻りつつある中で、利用者の楽しそうな表情や家
族からの思いに職員一同喜びを感じることができた。
そして、日々の生活の充実の大切さを感じ、私共の使
命を再確認している。休園等もあったが、利用者、家
族の理解と協力、信頼関係の上に成り立っていること
を受け止め、どのような状況であっても一人ひとりに
あった日中活動の提供を行い、日々の充実に繋がる
ことを目標に支援に努めることの大切さをも感じてい
る。また、利用者・家族の高齢に伴い、地域生活を出
来る限り継続出来るよう一人ひとりを大切にする支援
に努めた。また、職員の資質向上に向けて研修や教
育を行い　今までの利用者、家族との信頼関係と札幌
市の理解と協力のもと支援体制の充実に繋げることが
できている。
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